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化 学 新 館 竣 正 式 典

本郷キャンパスの安田講堂 (時計台)裏の旧施
設部 (地震研究所)跡に、たいへんモダンな建物
(既報 :理学部広報、13巻 5号、昭57、 1月 )が
このほど完成し、若葉に映えている。

この建物が化学教室と地殻化学実験施設の研究

実験棟で、化学新館と命名され、従来の化学新館

が化学本館に改名された。

化学新館の竣工披露式典は、さる3月 17日 Cわ

14時より、同館玄関前において行われた。

式典は、先ず江上理学部長の挨拶にはじまり、

ついで小泉施設部長から同建物の工事経過報告が

あり、平野総長並びに木村健二郎教授からの祝辞

をいただき、工事関係 4業者に対し、学部長から

感謝状を贈呈し、平野総長、江上理学部長、佐佐

木化学教室主任並びに佐藤地殻化学実験施設長に

よる開館のテープカットを行った。つづいて平野

総長、篠澤事務局長や名誉教授を先頭に館内をご

案内し、15時より同館に隣接の理学部 4号館 3階

会議室会場にて祝宴を催し、17時頃に自然散会し

た。

本式典には学部外招待者約 150名、学部内関係

者約 150名の約 300名の出席を得て、本館に相応

しく盛況であった。

本館の工事に際し、化学関係の研究室はとくに

化学薬品を使用する関係上、その研究・労働環境

の保全と防災の問題には非常な配慮がほどこされ、

この設計、施工及び内部設備の予算措置等につい

て関係方面の方々の御理解となみなみならぬ御協

力をいただいたことに対し深甚の謝意を表すると

ともに今後、本館がひろく理学の発展に寄与する

ことを期待するものである。

因に化学新館の概要はつぎのとおり。

工期 着工昭和56年 9月  竣工昭和58年 2月
建築面積 590.49ピ
構造 鉄骨鉄筋コンクリート造一部鉄筋コンクリ
ート造

延面積
;計 3,888.24ピ (地下 1階,地上 7階 )
地階 495.43ぽ

1階  373.25
2階  468.12
3陛ξ  574.77

4礎ξ  574.77

5階  574.77
6階   550.95

7階  173.47

屋上階 lo2.71

高さ 押え地盤よリパラペット上端まで
27.446m

エレベータ 1基 460k9/mln方向性乗合全自動

●

●
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化学新館 について

理学部広報13巻 5号でお知らせした化学教室の

約半分と地殻化学実験施設の約%を収容する理学

部の新しい建物がこのほど完成し、 3月 中に、移

転もほぼ完了しました。この建物の完成に伴い、

保存されることとなった大正 5年完成の古い化学

館を化学旧館、これまで化学新館と呼んでいた昭

和37年完成の運動場より建物を化学本館、新しく

できた建物を化学新館と呼ぶことになりました。

この新しい化学新館について、化学からみた記録

として、本稿を残しておきたいと思います。

前にも書きました通り、化学教室としては、将

来は現在化学旧館と呼ばれる部分を取り壊 して、

そこに化学教室の新しい建屋を建てるつもりでし

た。したがって、化学本館は、化学旧館の方には

つながりがよくなっていますが、化学新館の方に

は延長しにくいつくりをしています。もともと、

そのうち旧地震研究所の建物は理学部のものにな

るだろうとの考えがありましたから、 1階、地階

はすぐにでも旧地震研とつながるようになってい

ましたが、 2階、 3階は学生実験室、 4階は図書

室、 5階は講堂です。そこに廊下を作って化学新

館とつなげることは事実上不可能です。したがっ

て、化学新館が現在の位置にできるとすると、そ

れは化学教室にとってあまり便利なものにならな

いというおそれがありました。このような理由で、

化学教室としては、あくまで化学旧館を取り壊し

て改築をしたかったのですが、全学のマスタープ

ラン委員会において化学旧館を保存することが決

定され、不本意ながら、旧地震研跡に化学新館を

建設することに同意したわけです。

設計の段階においてもいろいろの問題がありま

した。その第一は設計家 (建築家)と 実際に住む

われわれとの意見の違いです。建築家は、大講堂

大 木 道 則 (化学)

の裏手の風致地区ということで、あくまでも外観

を大事にします。それで最初は壁が曲面となっ1た

設計ができあがりました。しかし、そうなっても

資格面積が別に増えるわけではありません。外観

のためにデッドスペースができることは化学にと

っては損失ですから、随分と強い意1見 も言いまし

た。化学新館が一部 7階になったのも、実は美観

上のためです。 4号館の壁面が大講堂の側から見

ると見苦しいから、それをカバーする必要がある

というのが建築家の意見でした。非常階段が化学

本館のそれとつながったのも、苦肉の策といえば

その通りですが、その全壁面にタイルを貼って外

観をよくするという点も見逃せない理由です。そ

して、タイルの色が縞模様になっているのは、東

大にはなく他でも珍しいようですが、これも化学

旧館、化学本館と 1号館、 4号館との色の調和

をとろうとした苦心の結晶です。第二は、施設部

の「化学旧館では、改装の後も化学実験をしない

ようにしてほしい」という要請を受けて、化学実

験室を全て化学新館に移そうとしたことです。こ

のために、化学としては希望していなかった、地

上 6階、一部 7階という現状の建物を受け入れざ

るを得ませんでした。そして、化学新館に新しい

階段が作られないことになったのも、ここに原因

があったわけです。

以上のように、化学としては新館と本館、ひい

ては旧館との連絡の悪さなど不満の面はあります

が、設計においては、随分とわれわれの言い分を

聞いていただきました。時間は随分使いましたけ

れど、ここに建てなければならないという制約の

もとでは、ほぼ満足できる建物になったと思って

います。

内部設備についても、いろいろな問題がありま
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した。まず ドラフト・実験台 0家具の問題です。

このような建物内の設備・備品を購入する費用の

ことを建新 (たてしん)と いうそうですが、文部

省からくる建新は 1ぜあたり3000円 しかないとい

うのです。化学新館の面積は4000ぽ たらずですか

ら、これでは1200万 円にしかなりません。これで

はドラフトをつけるだけでも無理です。古い物で

も使っている物は移転して使えということですが、

化学旧館にあるドラフトや実験台は作りつけのも

のが多く、運ぶことは不可能なのです。これらを

見積ると、どうしても 1億円を越してしまうので

すが、労働環境基準から言っても、 ドラフトなし
で実験というわけにはいきません。化学としては、

最悪の場合には募金も必要かとの話もありました

が、事務局の大変な努力によって、 ドラフト・実
験台 0家具什器をはじめ、移転の費用も国費でま

かなうことができました。化学教室としては、こ

の場をかりて、事務部に厚くお礼申上げたいと思

います。

建物を作るについてのもう一つの深刻な問題は、

事務部から文部省へ要求する建物の種類が校舎で

あって、化学実験棟を建てるというものでない点

です。これは上述の建新にも反映されているのだ

と思いますが、校舎というのは、要するに入れ物

を作るというだけのことです。しかし、御存知の

ように、化学実験には火災などの危険が伴いがち

ですし、また地震の対策も考えておかねばなりま

せん。近年、消防署はこの点で随分と神経質にな

っています。これまで消防署の立入検査があるた

びに薬品の整理などに追われていたのですが、新

しい建物ができるについては、皆が安心して実験

のできる状況にしたいと考えたわけです。これに

は、消防法にいう一般危険物取扱所にする必要が

あります。ところが、この一般危険物取扱所にな

るための要件の費用が校合の予算では出ないし、

会計検査でも過剰設備ということにならないかと

いうわけです。この問題解決のためには、事務部

・ 施設部を随分悩ませましたが、われわれも何回

も消防署にでかけて説明し、消防庁からも特別の

配慮を得て、一般取扱所が正式に発足しました。

ここに御迷惑をかけた各方面におわびとお礼を申

上げます。

以上のように、今回できた化学新館は、いくつ

かの不満を残しながらも、化学教室としてはほぼ

満足のいくものになったのではないかと思います。

4号館と化学新館の間が鉄扉で常時しまっている

というのは、慣れるまでは少々異常かも知れませ

んが、化学特有の臭気が 4号館にいきにくいとい

う点ではメリットがあるでしょう。もちろん、化

学としてもドラフトの完備によって臭気をもらさ

ないようにはしていますが、世界共通の「化学の

臭い」はいたし方ないものと思います。これまで

も建築・移転で物理教室には御迷惑をおかけして

いますが、建物の廊下もつながったことですので、

今度ともよろしくお願いしたいと思います。

最後に、今後の問題点を考えてみますと、中水

道をつけたことによって、理学部には水道料金で

貢献ができると思いますが、常時稼動のドラフト

をも含めた電気料金は大きな問題だと思います。

建物もそうでしたが、ランニングコストも特男1の

配慮がされるよう関係方面に働きかけることが必

要と思われます。
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化学新館完成によせて
一 今後化学本館とよばれる建物について一

大正12年の関東大震災は本郷キャンパスのイメ

ージを一変したにちがいない。明治大正期を代表

した煉瓦造りの建物は崩壊し、そのあとに現在

みられるネオ 0ゴチック風の建物群が生まれた。

そのなかで、化学教室の古風な建物が取り残され

たものの如く目をひく。大正 5年に建造されたこ

の建物は、実は煉瓦造りではなくて当時としては

最新の鉄筋コンクリート造りで煉瓦色のタイルを

貼ったものであり、地震に耐えて残ったのである。

ひとり大学構内のみでなく、広く東京をみわたし

ても、古い建物が震災と戦災によって尽く失なわ

れた今日では、これは最も古いコンクリート造り

としても、また大正初期の風格ある面影を完全に

保つ建物としても唯一のものであろう。玄関を中

心として鳥が翼を張ったような姿は壮麗でさえあ

る。その前の両側には 2本のヒマラヤ杉が亭々と

してそびえているが、理科大学化学館として竣工

した当時の写真では未だ幼い姿である。当時の学

生数は 1ク ラス10名にみたない。教授陣は池田菊

苗、松原行一、柴田雄次の 3先生であった。その

頃の雰囲気がしのばれるのである。

筆者が入学 した昭和 7年当時は、化学科の入学

試験には分析化学の実験が課せられた。その試験

場が、かつて
曖
新館"、 その後 "旧新館"と よば

れた物理 1号館に面 した建物である。その二階に

分析化学の学生実験室があって、 4人分に仕切

られた実験台が 6台あり、 1ク ラス24名の学生を

収容することができた。これが学生定員を規制す

る基になっていた。当時は別に控え室があるわけ

でなく、学生にとっては銘々の実験台が大学にお

ける居所でもあった。この建物は大正 12年に建造

されたのであるが、理科大学が理学部に改編され

赤 松 秀 雄 (名誉教授、化学)

たのが大正 8年であって、その頃から学生の数も

次第に増していることから、増築されたものであ

ろう。

それ以来40年に近い歳月が流れていた。その間

には戦前、戦中、戦後の激動の時期が含まれてい

る。戦時中は 1ク ラス30名を越す学生を収容せね

ばならなかった。昭和24年新制度の出発にあたっ

て学生定員を24名 に戻したが、他方新制大学院制

度の発足により、当時 8講座で引き受ける大学院

学生の数はにわかに急増するようになった。さら

に新らしい実験機器が次々に出現し、その発達と

相まって実験設備を収容する面からも教室の狭随

に対する不満は年毎にましていたのである。それ

は化学に限ることではなく、広く科学の各分野に

おいて研究を発展させるための将来計画がようや

く真剣に論議されるようになったのである。一方

社会的には、1960年代の経済高度成長の時期を迎

えようとしていたから、理工学系の学生の増員が

強く要望されるに至った。

たまたま化学教室の発祥が文久元年 (1861)幕

府の洋書調所に精煉所が設けられたことに起源

をもつところから、その百年の記念事業として、

時代の発展に即応するよう教室を増築し、合せて

学生の増員をはかるべしという案が卒業生の間に

起った。その結果百年記念東大理学部化学教室増

築期成会 (会長柴田雄次名誉教授)が設けられ寄

附金を募り、新館を建築して大学に寄贈すること

とした。この計画は当時の社会的情勢に適合して

いたので各方面の賛同と支持を得て順調に進行し、

昭和36年 (1961)10月 に地鎮祭を行ない翌年には

建物の完成をみたのである。これが運動場に面し

た、これまで新館とよばれていた建物である。
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その結果化学教室では従来の 8講座に新らたに

4講座 (天然物有機化学、無機合成化学、化学反

応学および物理有機化学)を加え、学部学生定員

を45名 に増加することができたのである。

増築にあたっては化学教室の将来の発展も考慮

したうえで、旧館の左翼をのばす位置としたので

あるが、そこには極めて特殊な建造物があったの

である。それは驚くほど強固な建造物でこれを撤

去するのに手をやいた。そこには、かつて日本の

メートル原器がおかれていたとも言われるが詳か

でない。たしかなことは、そこが日本における重

力測定の原点であること́である。新館の建築にあ

たっては特に地下 2階を設けてその位置を保存じ

ている。重力加速度の値、 g=9.7978869m/S2

というのは、この地下原点室における値である。

ところで、この建物は地下 1階地上 5階合せて

約3830ぽであるが増築の趣旨が学生の増加をはか

ることであったから、その機能を主として学部教

育の場に重点をおいて設計した。たとえば、各ク

ラスがそれぞれのフロワーで授業をうけられるよ

うに、学生実験室に接して講義室・準備室を配置

したほかにクラス毎に専用の学生控室を設けて学

生の居所とした。 4階の図書室は書庫を含めて

430ぽある。 5階はすべて講堂 (250席)に あて、
ロビーを広くした。総体にこの建物は大学として

は空間的にゆとりのある設計である。このように

自由な設計ができたのは寄附によって建てたから

で、政府予算では許されないであろう。政府予算

では 1講座あたり500ポ (当時)の割合という規

準があったが、そのことは特に気にかけずに建て

たのであつた。これは後日理学部教授会で問題に

なったのである。この建物を含むと化学教室のみ

でなく理学部全体としてみて規準をオーバーする

ので、他学科の増築の妨げとなるという見解であ

る。建物自体を寄附したのであるから、'そのよう

なケチなことは言はなくてもよさそうに思えたの

であるが、筆者は暗然として貧しさの悲哀をしみ

じみ感じたものである。それは大学行政に関する

貧困の故である。しかしこのような感情は筆者の

みでなく、また化学教室に限ったことでもなく、

おそらく理学部全体で感じたことであろう。研究

環境を改善し時代の進展に良口応するため何らかの

方針を立てなければならないという共通の意志が

理学部全体にもみられた。理学部将来計画のため

の委員会も生まれた。その背景には1960年代の経

済高度成長の波が直接間接に学問の世界をもゆさ

ぶったことは事実である。

それから20年の歳月が流れている。その間理学

部の研究環境も建物についてみると大分改善され

たようである。この一連の計画に沿うて本年は新

らしい化学新館の完成をみたことを特にうれしく

想う者である。これによって、従来の新館は化学

本館とよばれることになった。歴史の歯車は 1つ

進んだのである。また旧館は記念のため保存され

るときく。いつの日かこれが重要文化財となる日

があることを心中ひそかに思っている。化学新館

の完成によせて、昔のことを思い出して綴った次

第である。 (19830 4 ・ 25)

● )
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学部長と理学部職員組合との交渉 (2～ 4月 )

標記の交渉は、様々な議題でおこなわれたが、紙面

の都合上重要なもののみ掲載する。

①公用旅券における「助手」の英文訳について

教授会で「助手の英文訳を assistantにするの

は適切でない。他の訳語を用いて、公用旅券を申

請してよい。」ことになったと学部長より報告があ

った。

②助手の体職期間の短縮について

学部長より「学部全体で教官の空ポス トがある

場合は、短期間なら勤続手当支給月の休職扱いを

〈学部消息 )

3月 16日 OК)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

(1)前回議事録承認

12)人事異動等報告

13)昭和57年度卒業者決定の件

(4)研究生の入学について

(5)研究生の研究期間延長について

16)昭和58年度奨励研究員の受入れについて

『
)昭和58年度受託研究員の受入れについて

(0 人事委員会報告

19)会計委員会報告

00 そ  の  他
なお、当日寺山教授、佐々木 ⊂∋教授ならびに

江橋教授の 3教授のご退官にあたり、記念撮影

(化学教室旧館中庭)及び送別の会 (午後 5時 30

分より、学士会分館・赤門脇)が教授会終了後に

開催された。

避けるよう努力したいので、該当者は申し出られ

たい」と検討結果が報告された。

③期限付定員外職員の継続雇用について

学部長は「該当者が、事実上継続雇用されるよ

う努力をつづけている」と報告した。理職は、文

部省がこの件では大学の自主的判断を尊重すると

国会で答弁していることを紹介しつつ、学部長の

一層の努力を要望した。

4月 27日 OЮ 定例教授会

理学部 4号館 1320号室

(1)前回議事録承認

12)人事異動等報告

13)研究生の入学について

(4)昭和58年度奨励研究員の受入れについて

(D 人事委員会報告

G)会計委員会報告

げ)教務委員会報告

18)企画委員会報告

19)東京大学遺伝子実験施設理学部運営規則につ

いて

10 そ  の  他
(次回以降予定 :5月 18日 OЮ 13時30分より)

6月 15日 OЮ  同  上
7月 20日 Ok)同  上

モ授教
△

-6-
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遺伝子実験施設理学部運営規則

4月 27日 OЮ 教授会において、東京大学遺伝子実験施設理学部運営規則が承認された。

この規則は、本年 4月 に本学共同利用施設として設置された東京大学遺伝子実験施設の運用に関連し

た のである。

本施設の設置に伴い、遺伝子にかかわる組換えDNA実 験を利用した研究・教育の躍進がおおいに期
待されよう。

制定された規則はつぎのとおり。

東京大学遺伝子実験施設理学部運営規則

(設置及び目的)

第 1条 東京大学理学部における遺伝子実験施設 (以下「施設」という。)は、東京大学遺伝子実験施設
規則 (昭和58年 4月 19日制定)了解事項に基づき、組換えDNA実 験を利用した研究・教育を行う
とともに、理学部における組換えDNA実 験の促進と安全の確保をはかることを目的とする。
(施設長)

第 2条 施設に施設長をおく。
2 施設長は、専任の東京大学理学部教授のうちから理学部教授会において選出する。
3 施設長は、施設を代表し、その所務をつかさどる。
4 施設長の任期は、 2年とする。ただし、再任を妨げない。
(協議会)

第 3条 理学部に、施設の管理及び運営に関する重要事項を審議するため、協議会を置く。
2 協議会は、理学部長、理学部評議員 1名、施設専門委員会委員長、理学部長の委嘱する学識経験者
若千名及び施設長をもって組織する。

3 議長は、理学部長をもってあてる。
4 理学部長の委嘱する学識経験者である委員の任期は、 2年 とする。ただし、再任を妨げない。
5 前項の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
(専門委員会 )

第 4条 施設に、施設の有効な運用をはかるため、専門委員会を置く。
2 施設の運営は、専門委員会の審議した方針に基づいて行う。
3 専門委員会は、委員長及び委員若千名をもって組織する。
4 委員長は、委員の中から互選する。
5 委員は、理学部の教授、助教授、専任講師及び施設の助教授のうちから協議会の議を経て、施設長
が委嘱する。

6 委員の任期は、 2年とする。ただし、再任を妨げない。
7 前項の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

●‐

● I
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(議 事)
第 5条 第 3条及び第 4条の会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決することがで

きない。

2 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長及び委員長の決するとこ

ろによる。

(事務室)

第 6条 施設の事務を処理するために、事務室を置く。

附  則
1 この規則は、昭和58年 4月 27日 から施行し、昭和58年 4月 1日 から適用する。
2 第 3条及び第 4条の規定にかかわらず最初の委員の任期は、昭和60年 3月 31日 までとする。

なお、本規則による協議会委員及び専門委員会委員はつぎのとおりである。

〔協 議 会 委 員 〕           〔専門委員会委員〕

江上信雄 教授 (動物学)・ 学部長      飯野徹雄 教 授 (植 物 学)

田村一郎 教授 (数 学)・ 評議員      堀田凱樹 助教授 (物 理 学)
飯野徹雄 教授 (植物学)0全学施設長    溝渕 潔 助教授 (生物化学)
岡田吉美 教授 (生物化学)         鈴木秀穂 助教授 (植 物 学)
和田昭允 教授 (物理学)

人 事 異 動 報 告

(講師以上)

所 属  官職   氏   名   発令年月日  異動内容      備     考
化 学  助教授  宮 本   健  58.316  昇 任    化学科助手より
物 理  教 授  清 水 忠 雄  58.3.16   ″     物理学科助教授より
″   〃  鈴 木 増 雄   〃   ″     ″

化 学  助教授  池 本   勲  58.331  辞 職    東京都立大 CD・ 教授ヘ

物 理  教 授  山 口 嘉 夫  58.4 1  配置換    東大 (原子核研)・ 教授へ

地 物  助教授  斎 藤 正 徳    ″    昇 任    神戸大 CD。 教授ヘ

生 化  講 師  大 野 嗜 司    ″     〃     東京農工大 G勤・助教授へ
″   助教授  大 野 峰      ″    併 任

    奮纂♂
京農工大(農 )

植物園  教 授  岩 槻 邦 男    ″    配置換    京大 (理 )・ 教授より
地 物   〃   熊 沢 峰 夫    ″    昇 任    名大 (理 )・ 助教授より
化 学  助教授  内 藤 周 弐  58.4.16   ″     化学科講師より
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所 属  官戦
天 文  助教授
植物‐薗  教 授
臨 海   ″

化 弩
=     
″

素粒子  跡教授

″  教 授
″         ″

″   :助教授

中間子  教 授
″    囃

地 物  教■授

物 理  ″

″

1卿
・/・|

教 授

氏  名
古 村 宏 和

岩 槻 邦 男

木 下 壽耐「

黒 口 晴 雄

須 EE奥 博

1武 田   喋
菅 層 寛 孝

高 崎 史 彦

南 園 忠 ‐m
谷 川 庄■郎
伊 藤 富 造

大 林 辰 蔵

田 中 靖 郎

高 柳 和 夫

西 村  紙
西 田 篤 弘

清 水 幹 夫

河 島 信 樹

イЧ‖原 嘉 明|

松 岡   1勝‐

中 村 良 治

寺 山   宏
佐 木々   亘

発令年月日

5&4,16
5& 4. 1

″

″

″

″

お、 4. 21

発令年月日

58, 3116

58. 
‐
3.31

“

.4‐1

″

異動内容

:昇 任
併 任
″

停年退官

異動内容

昇 任

辞 職

採 用

″

備    考
天文学科Ⅲ助手より

,植物園‐長 (～ 01.41)

臨海実験所長 (～ 61.41)

分翠:守どr「長

醸 裏
隷 鋪 線研究所・

本驚 :東北大 CD教授
本務 I高エネ研教授

本務 :高エネ研轍 授

本務 :阪大 (理)教授

本務 :筑波大助教授

本務 :宇宙科学研教授

本務 :同
1  
上

本務 :向  上
本務
=向
  上

本務 :同  上
本務 :同  上
奉務 :向  上
本務 :宇宙科学研助教授

本務 :同  上
本務 :向  上
本務 :同  上

備    考
物性研・技官より

立教大 lυЭ。講師べ

lly大・助手へ

6)

物

理

″
　
　
″

地

物

物
●
物

理

″

地

一動

物

0)(助

所 属

物 理

人 類

植1物

化 1学

物 理

人 類

数 学

地 理

手)

官職   氏   名
助 手  大 F,   寛‐
″  佐 藤  俊
″  北    潔|

″  清 水  真
″   小 工 1英 雄|

″  長:谷ナ|1募型 子
″  木 村 弘 信
″  深 谷 費 治
″  松 本   淳
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所 属  官職   氏   名   発令年月日  異動内容      備     考
地 質  助 手  大 路 樹 生  58.4.1 採 用

物 理   ″   島   信 幸    ″    転 任    分子科学研・技官より
申間子   ″   山 本   明    ″    併 任    本務 :高エネ研助手
化 学   ″   浅 見 真 年    ″    昇 任    横浜国大 (教育)0助教授へ

物 理   ″   新 井 一 郎    ″     ″     筑波大 (物理学系)・ 講師ヘ

地物研   ″   鈴 木 勝 久    ″     ″     横浜国大 (教育)・ 助教授ヘ

数 学   ″   宮 地 晶 彦    ″     ″     一橋大 (社会)・ 講師ヘ

物 理   ″   梶 田 晃 示  58.4.16  辞 職    東邦大・助教授ヘ

地 質  〃  小 澤 一 仁  58.5.1 採 用

(職  員)
所 属  官職   氏   名   発令年月日  異動内容      備     考

物 理  技 官  真 下 清 孝  58.32o  辞 職    日立化成へ
″   〃  広 海 裕 子  58.3.31 ″

事 務  事務長  田 村 文 雄  58.4.1  勧奨退職
物 理  技 官  荒 井 正 男   ″    ″

動 物  用務員  今 宮 幾 誉    ″      〃

物 理  事務官  槙 野 幸 子    ″    転 任    山形大 (医)ヘ
″  技 官  渡 辺 重 夫   ″   採 用
〃    ″   石 川 悦 子    ″    転 任    基礎生物研より
″  教務職員  田 中 万 博    ″    採 用
事 務  事務官  阿 部 禎 辰    ″    配置換    人事課より
情 報   〃   村 田 順 子    ″    転 任    長岡技科大より
事 務  事務長  石 渡 昭 男    ″    配置換    地震研より

o   警 塚 戻鷺尋「 吾 霞 邦 璽    ;    璽 [    曇曇奮霞全:り
掛主任

″   事務官  野 田 恭 二    〃    配置換    人事課ヘ
″    ″   小 林 政 和    〃    昇 任    薬学部、大学院掛主任ヘ
″   大学院掛 鹿 又 仁 郎  58.5 1  採 用
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(昭 58.5.1現在 )

教室・ 施設名等
教室主任 0

施設長等氏名 電 話 番 号 備 考

数 学 教 室 藤 田   宏 4043

情 報 科 学 教 室 米 田 信 夫 4115

物 理 学 教 室 宮 沢 弘 成 4133

天 文 学 教 室 堀   源一郎 4257

地 球 物 理 学 教 室 永 田   豊 4288

学 教 室 高 橋 武 美 4356

生 物 化 学 教 室 宮 沢 辰 雄 4391

動 物 学 教 室 水 野 丈 夫 4431

植 物 学 教 室 古 谷 雅 樹 4469

人 類 学 教 室 埴 原 和 郎 4485

地 質 学 教 室 飯 山 敏 道 4514

鉱 物 学 教 室 竹 内 慶 夫 4542

地 理 学 教 室 鈴 木 秀 夫 4575

臨 海 実 験 所 木 下 清一郎 (0468)81-4105～ 7
古
日 物 園 岩 槻 邦 男 814-0138-9

地 球 物 理 研 究 施 設 福 島   直 4581

分 光 化 学 セ ン タ ー 黒 田 晴 雄 4331

中間子科学 実験施 設 山 崎 敏 光 4233

地 殻 化 学 実 験 施 設 佐 藤 良 輔 4293

素粒子物理学国際協力施設 小 柴 昌 俊 4231

遺 伝 子 実 験 施 設 飯 野 徹 雄 4465

学 部 長 江 上 信 雄 4000

評 議 口貝 田 村 一 郎 4044

評 議 口貝 海 野 和三郎 4255

事 務 長 石 渡 昭 男 4001

事務長補佐 (総務担当) 神 予 和 雄 4002

事務長補佐 (経理担当) 福 井 保 男 4004

学 務 主 任 三 浦 俊 暁 4003

教室主任・ 施設長等名簿

|

●l→ |

●
"
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久城育夫教授

米国科学ァヵデミー外国人会員に

米国科学アカデミーは、昭和58年 4月 26日 地質

学教室久城育夫教授を外国人会員として選出した

ことを公表した。

久城教授は、火成岩の源であるマグマの成因お

よび、マグマの性質と発生の場との関係について

の実験的研究により、世界の岩石学の進歩に多大

の貢献をされた。最近では、マグマの物性につい

て注目すべき研究をされている。

今回米国科学アカデミーは、ソ連、ニュージー

飯  山  敏  道 (地質)

ランド、スイス、仏、英、日、伊、スエーデン、

濠の 9ケ国から12人の外国人会員を選出、これに

より、同アカデミーの会員は216人となった。

日本人では、久城教授の外、ジョンホプスキン

ス医科大学の石坂教授 (微生物学)が選出された。

理学部一同、久城教授にお祝いの意を表すると

共に、今後の御研究の発展を祈る次第である。

外国人客員研究員報告

所 属

数 学

受入れ
教 官
落合助教授

国籍   氏  名

アメリカ 」erry L.Kazdan

東 ドイツ Hans Miessner

職  研究員期間

ペンシルバニア大学 58.

教 授
      58.

東 ドイツ科学アカデ 58.
ミー物理化学中央研
究所研究員     58.

大連化学物理研究所 58`
研究員

59.

プリンストン大学  58.
教授

58.

中山医学院 教授  58.

58.

中国交通部科学研究 58.
院水運研究所
工程師      60.
ニューヨーク州立大 58.
学アルバニー分校
準教授      58.

'・

1昇
合美纏渠署容究

7.31者

3.15 日本学術振興会
:  東 ドイッ科学アカ
6.12 デミーとの科学者
交流事業

6.  1
:

3.31

5 1 日本学術振興会
と  外国人招べい研究
7.31者

5.16 日本学術振興会
を  外国人招へい研究
6.15者

4.1 中国政府派遣
2  研究員
3.31

5.16 日米科学協力事業
と  協力研究
6.24

考

θ

化 学 田 丸 教 授

化 学 田丸教 授 中  国 Zhai Runsheng

数 学 塩田助教授 ァメリカ Nicholas M.Katz

人 類 尾 本 教 授 中

化 学 不 破 教 授 申

国  杜 停 書

国  猪 家 成

化 学
鯉濠薔多漫

アメリカ AJ.YENCHA
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東京大学職員の永年勤続表彰

昭和58年 4月 1日付で退職される職員に対する総長表彰状が 3月 31日 qЮ 正午から学部長室にお

いて江上学部長から伝達された。 (田村事務長は前日総長から授与 )

被表彰者   事 務 部   田 村 文 雄
動   物   今 宮 幾 誉

所属  官職

数 学 助 手

天 文 助教授

鉱 物 助教授

氏   名

真 島 秀 行

吉 村 宏 和

武 田   弘

3

渡航先名

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

航

月

渡航期間

3.22～6 22

3. 1～ 10.31

3 12～ 3.27

者渡外海

地 物 助 手 宮 田 元 靖 大 韓 民 国

物 理 助 手 東 島   清 アメリカ合衆国

地 物 助 手 松 井 孝 典 メリカ合衆国
ナ  ダ

地 質 教 授 飯 山 敏 道

物 理 助教授 江 口   徹

物 理 教 授 山 崎 敏 光 アメリカ合衆国
デ ン マ ー ク

渡  航  目 的
微分方程式の特異点に関する研究
のため

太陽磁気活動に関する研究のため

署撃塁昇墓贅曇営需貪議濃署悸胃
試料中の鉱物に関する研究連絡の
ため

情報工学に関する研究のため

高エネルギー重イオン衝突におけ
る集団流の存在についての調査研
究のため

丞晟花撃指寓字2纂暮騨発8完鬱

細菌細胞壁のムレイン・サキュル
スに関する国際シンポジウム出席
のため

情報科学に関する共同研究のため

半導体中の欠陥及び不純物の理論
的研究のため

沿岸における長周期波の研究実施
のため

理論物理学の研究及びレプトン・
フオ トン相互作用に関する1983年
国際会議出席のため

詈選冒具臭繁号発孟
会議出席及び

地質調査のため

高エネルギー理論物理学に関する
調査研究のため

K中間子崩壊ワークショップ出席
及び物理研究のための国際的ファ
シリティシンポジウム出席のため

●I

情 報 教 授 山 田 尚 勇

物 理 助教授 永 宮 正 治

化 学 教 授 向 山 光 昭

植 物 助教授 鈴 木 秀 穂

情 報 助教授 榎 本 彦 衛

物 理 助 手 押 山  淳

中華人民共和国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

ドイツ連邦共和
国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

3 15～ 4 14

3 11-3.30

3 19～ 3 28

3 12～ 3.19

3.14～ 7 29

3 27～
59 3 26

3 16～4. 5

3.31～8.10

3. 9～ 3.30

3 19～ 3 27

3.21～ 6 13

3.18-3.25

●

ア

　

ク

シ
　
　
一

一　
　
　
マ

レ
　
　
ン

ア
カ
　
マ
　
デ
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所属  官職   氏   名

地物研 助教授 小 川 利 紘

物 理 助 手 清 水 清 孝

化 学 助 手 梅 澤 喜 夫 ハ ン ガ リ ー

物 理 助教授 若 林 健

植 物 助教授 佐 藤 七 郎 ドイツ連邦共和
国、オーストリ
ア、連合王国、
オランダ、スウ
ェーデン

地物研 助教授 飯 島

地 物 教 授 永 田

健 アメリカ合衆国

豊 中華人民共和国

動 物 講 師 佐 藤 真 彦 ドイツ連邦共和
国

物 理 教 授 有 馬 朗 人 イ タ リ ア

情 報 助 手 山 口 和 紀 アメリカ合衆国

情 報 教 授 國 井 利 泰 アメリカ合衆国

物 理 教 授 宮 本 健

月

4.8～5.8 第 2回国際共生細胞生物学会議出
席及び研究連絡のため

渡  航  目 的

インドにおける中層大気ロケット
観測調査のため

勇基至急
手機通繁惚警ワ管冥笞耕

イオン選択性電極のメモリー効果
に関する基礎的研究実施のため

筋肉収縮に関するEMBOヮ ーク
ショップ出席及び生物物理学に関
する研究連絡のため

磁気圏電流に関するチャップマン
倉誹奥題番ガ彎曇圏物理学

に関す

蒼騎型言55単 391菖需負渉纂シナ海の海洋物理学研究のため
ヒキガエル摂食行動の神経機構の
研究のため

鳥良滲晨手場易整惚讐早管誘葵連
絡のため

修ワ;です轡挙姦稀事桑お莞題
及

幾何モデル化シンポジウム出席及
びソフトウェア技術討論のため

IAEA・ INTORワ ークショップ
IA第 7セ ッション出席及び核融
合に関する日欧共同研究打合せの
ため

大気球による大気観測のため

深な場甚椎拳湯排発望亮労考霧
導

大気球による大気観測のため

勇碁分信
季淡窪累だ籠手ぎ異高耕

電子 0陽電子衝突型加速器による
新粒子検出実験のため

渡航先国

イ   ン   ド

イタリア、 ドイ
ツ連邦共和国

渡航期間

3 6～ 3.18

3.30～ 5.30

3.31-4.29

3 19～ 4  2
国ヽ
アり
王

ス
〈
口

一オ
連

之

地物研 助 手

化 学 教 授

地物研 助教授

物 理 助教授

物 理 助教授

り‖  禾J

崎 紘

アメリカ合衆国

中華人民共和国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

4. 4～ 6. 1

4. 10-4 27

4.10～
59.2 9

4  1～ 4.10

4.18-4 28

4, 18-4.28

4. 9～ 4.23

4. 2～ 5  4

4.15～ 4.24

4.20～ 5. 8

4 27～ 5. 7

4.25～ 5.15

ア
土
（

り
邦
卜
連
ス

ツ

一
イ
オ
ド
国

白
メ

幹
　
雄

直

晴

上
　
田

山石
　
黒

紘

　

一

小

　

矢

釜 江 常 好
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昭和58年 3月 28日 卒業者氏名

田 河 一 郎

桂 田 祐 史

寺 田   至

宮 崎   桂
江 下 雅 之

岡 安   隆

小 谷 元 子

田 中 宏 一

戸 瀬 信 之

野 呂 正 行

藤 木 雅 彦

坂 部 征 典

五十嵐 稔 行
佐 伯 慎 一

鳥 谷 浩 志

森 下 真 一

伊 藤 真 之

大 苗   敦
橋 本 康 宣

村 上   弘
伊 庭 幸 人

稲 本 直 太

奥 出 信‐郎
Jヒ 村   豊

佐 野 弘 和

白 石 賢 二

高 須 昌 子

寺 ゴヒ 勝 司
長谷川 修 司
松 尾   泰

五十嵐 久 和

坂 口 勝 彦

福 田   敬
穴 澤 禎 一

尾 崎 孝 良

金 子 昌 信

後 藤   裕

高 橋   豊

土 肥 克 俊

橋 本   岡1
吉 田 幹 雄

直 江 秀 憲

小野寺 民 也

笹 川 留 美

藤 村 希久雄

数 学 科

伊 東 裕 也

田 中 康 彦

松 澤 淳 一

岩 崎 克 則

大河内 俊 夫

川 崎 研 一

坂 田 雅 一

谷 り‖ 幸 永

野 地 祐 二

兵 頭   治

情報科学科

山 本 哲 也

大 澤 範 高

建 石 由 佳

細 谷   睦

小 川 瑞 史
辻 井   敦
三 森 謙 次

内 山 啓 示

大 鹿 健 ―

鍬 田 政 人
庄 司   功

塚 田 春 雄

野 間 俊 人

藤 居   聡

安 里

岡 留
玉 木

松 為

大 塚 文 雄

瀧 田 正 人

松 竹 龍之輔
伊 藤 領 介

磯   健 一

岡 田   明
河 合 俊 哉

腰 原 伸 也

重 原 孝 臣

田 村 裕 和

寺 井   章
西   研 一

町 田 慎 二

味 園 真 司

彰

剛

彰

彰

e2名 )

(17名 )

潮 田   明
ノ
1ヽ 林 健 =郎
廣 瀬 恵 子

天 野   薫

池 上 敬 一

岩 田 郁 雄
金 箱 和 範

小 池 裕 司

酒 井 広 文

炭 谷 俊 樹

竹 内   建

戸 張   敦

花 田   貴

松 原 暢 也

物 理 学 科

太 田   誠

柴   啓 明

前 田 一 夫

伊 藤 浩 之

石 田   浩
太 田   洋
亀 井 真一郎

小 室 敏 雄

貞 廣 茂 樹

仙 場 浩 一

鶴   秀 生

中 島 雅 之

平 島   大

松 本 直 樹

-15-



水 谷   亘

吉 田 広 行

深 川 泰 介
門 倉   昭
中 込   緑
橋 口 能 明

井 川 俊太郎

岩 根   理

加 藤   廉
塚 本   忠

武 藤   裕

小 林 正 紀

渡 部 潤 一

稲 葉 清 高

木 村 隆 之

中 西 幹 郎

福 森 一 郎

森 本 卓 夫

米 山   満

天 文 学 科

中 川 貴 雄

坪 井 昌 人

地球物理学科

太 田 和 夫

鈴 木   靖
仲 達 修 一

堀   尚 子

仲 谷 真 吾

乙 訓   高
瀬 古 勝 基

長谷川 直 之

矢 藤 滋 之

岩 澤 律 夫

大 島   潔
滝 澤 敏 雄

堀 江 信 之

紀

彦

裕

俊

作

葉

矢

秋

一
一
司

浩

誠

井

本

向

吉

一
一
郎

丈

勝

嵐

澤

十五

森

G4名 )

(7名 )

(16名 )

(45名 )

博

純

二

己

夫

三

夫

郎

一

之

郎

子

義

友

智

裕

和

睦

道

次

俊

雅

江

智

田

坂

関

本

原

木

田

原

井

藤

澤

邊

豊

上

尾

岡

栗

鈴

武

塚

中

武

湯

渡

阿波賀 非6 夫
海 野 雅 史

大 倉 康 幸

片 山 泰 之

児 玉 安 正

染 田 清 彦

津 留 浩 恵

鳥 羽   誠
間 庭 直 美

森 川 敏 樹

横 り‖ 善 之

化 学 科
荒 谷 介 和

小 澤 芳 樹

大 林 千 絵

上 岡   晃
小 林   修
田 崎 真 司

都 築 誠 二

冨 森 浩 二

松 澤 孝 浩

森 田 俊 存

横 山 利 彦

洋

子

子

哉

努

樹

二

三

明

毅

己

敦

尚

謙

　

正

竜

耕

克

　

勝

田

貫

田

保

藤

井

築

田

地

良

元

池

小

岡

久

齋

高

都

豊

富

由

米

石 り‖ 雅 敏
植 月 太 一

小 林 久 男

中 村 昌 樹

吉 村   伸

生物化学科

石 川 雅 之
遠 藤 聡 史

仙 波 憲太郎
橋 本   真

櫻 井 武 司

-16-

生物学科 (動物学課程 )

大 岩 和 弘 ノlヽ 森 利 彦 早 坂 謙 二

(18名 )



啓

一隆

明

宗

井

山

藤

杉

林  議 介
米 村 重 信

越 智 典 子

山 Jヒ

tFl藤

野 坂

山 崎

木 村 宏 一

JII 村   明
杉 口   隆
原 岡 喜 重

矢 神   毅

行 秀

有 ‐山 智 雄
塩 田 哲 也
本 江 識 治

渡 邊1秀 弘

かおる   廣 中 規 子

下河原 浩 介

木 村 文 隆

生物学科 (植物学課程)

大 西 浩 平   ′‖ 岸 郁 朗
申 尾!俊 史  縮 野 泰 行

生物学科 (人類学課程)

石 井 千賀良    1内 |1田1亮 子

地学科 (地質学 ,鉱物学課程)

高 瀬 邦 彦

後 藤 寿 史

工乃井 広 臣
深 谷 費 治

山 崎 昌 男

飯 塚 博 之

菅 原 rll行

松 1田 簿 貴

数   学
岩 瀬 llE一

清 水 富 門

丹 原 大 介

藤 原  靖
山 本 昌 宏

上 1野 一 月

神 保 秀 一

申上川1 友 樹

松 本 久 義

横 山 和 弘

(9名 )

(7.名 )

(4名)

04名 )

(8名)

1輸計 251名 )

⑭ 勧

哉

明

志

文

邦

孝

塚

山

内

大

高

・山

聡

鷹

徹

衛

幸

文

範
・
博

菅

田

小

長

史

人

哲

雅

野

田

西

篠

颯学科 (地理学課程う

良 永 一 宏  伊 藤  聡
雛戸川  毅   高 |口 将 志

昭和68年 3月 20日 1大学院修士課程修了者氏名

明
　
‐孝

藤

一田

齋
「
和

情報‐科学

桜 井 貴 文   清 水

-17-

橋 田 浩 一

(5名)



明 楽 浩 史

石 原 照 也

榎 本 良 治

梶 田 隆 章

川 崎   猛

久 我 隆 弘

須 藤   靖

鈴 木 康 夫

高 田 洋 一

富 樫 有 博

中河原 幹 晴

真 鍋 昌 彦

森 松   治

石 橋 史 朗

林   正 彦

浅 岡 達 史

隈   健 一

高 柳 昌 弘

星 野 真 弘

矢田部   學

伊 藤 久 司

安 藤 香 織

Jヽ 川 章 夫
加 藤 千 尋
佐 藤 久 子

開   金 一
中 野 浩 二

長谷川 登志夫
松 尾 久 昭
魏    嘉

有 賀   享
岩 橋 正 憲

大 和 壮 一

梶 田 雅 稔

木 村 芳 文

ノ
lヽ 林   真

杉 田 道 昭

住 山 昭 彦

高 梨 弘 毅

富 谷 光 良

中 嶋 真 澄

前 島 幸 彦

安 田   修

戒 崎 俊 一

嶺 重   慎

今給黎 哲 郎
小木田 周 三

坪 井 誠 司
真 島 清 人

山 本 哲 也

山 下   仰
石 渡 俊 男

大 平   学

久 米   博
坂 倉 俊 康

田 島 裕 之

西 田 哲 也

橋 本 伸 哉

見 附 孝一郎
来1    平

物 理 学
石 川   隆
上 田 良 夫

大 熊 建 司

勝 本 信 吾

北 谷 英 嗣

佐 藤 慎 司

鈴 木 一 明

田 中   繁
高 柳 和 雄

内 藤 正 裕

中 村 二 人

三 武 伸 一

山 田 俊 茂

天 文 学
楠 瀬 正 昭
チャールズ・
モーガン

地球物理学

ノ
lヽ り!1 康 雄

鈴 木 敏 弘
中 川 一 郎
三ケ田   均

石 橋   晃
内 山 光 一

大 原 一 郎

川 越 清 以

北 村 良 実

柴 田   薫

鈴 木   理
田 邊 容 由

坪 山   透

永 江 知 文

細 井 光 夫

水 谷 五 郎

渡 辺 俊 樹

種 卿 純一郎

小 川 隆 一

田 口 彰 一

林   祥 介
道 田   豊

有 賀 哲 也

海 塩 健 一

加 藤 淳 一

小松原 憲 一

鈴 木 博 之

鳥 山   剛
長谷川   泰
曲   秀 明
山 内   薫

高

士

剛

夫

三

爾

徹

郎

繁

清

淳

　

雅

耕

哲

　

哲

学

倉

川

山

沢

元

田

賀

野

内

朝

市

折

黒

坂

冨

葉

古

山

レ
Ｌ

(52名 )

(7名 )

(18名 )
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子

・裕

雄

馨

幻

・康

久
一

堀

・内

井

融

金̈

一竹
・
■
一
若

男

彦

彦

騨

安

信

靖

学

雌
．
終

原
．
谷

化

楠

嵩

藤

山

物一生

幸

生

・紀

文

麦

幸
・
〓

健

囃
孵
療
測

岡 田 大 助

神 印 六 輔

外 山 鈴.子

稿 癬  泰
渡 辺 雄訓

動 碗 学

却 回1 隆   構  真 琴
橋 本 有 弘  燿 島 後 也

極 備 撃

ι岡 樹 正 愛

竹 申 明 夫

人・額 学

鋤'原 伸 二

α7名 )

鈴 木 純

． (7名》

(9条 )

(2И監)

1級井 澱 志

渡 部i茜 式
・ (a名)

澤 目 晴 朗

(31綸

仁 科 淳 向

(6名)

弘

史

華

泰

元
Ｉ
口
・

獄

谷

一
枇

簡

エ

藤

野

抑
．
籠

次

作

嚇

・東

崎

田

岡

神

博

Ｌ
　
二

章

慎

橋

口

江

安

餃

踏

森

窓

彰

隆

文

字
・
谷

一回

質
一
神

松

地

生

機

響

一時

路

厨

大
・
前

進

像

野
・
野

海

中

尾 彬

三 隅 藁 業

華 松 襄離

中 茜 腱 司

餞 転
¬
學

榛   /1N暮 観.博

灘 理 学

"1 

回 1太 郎|

相関理4LI

憫1 本:俊 1明

北 J嗜  情
【
近 藤
1僣

中 野:達 壺

安 永. 正

-1,一

奥

久

晃
一
満

討
一
趣

奥
一
渡

・表
・
涵

哲
一
晴

藤

畢

佐

山

寛

亨

轟

之

三

真

凛

雌

圏

脚

藤

　

矢

長

綺

近

林

摩

警

一　
一一
昴

修

順

洋

諷

療

林

井

嵐

岩

・川

小
・
濶

前

覧

融

生

哉

平

信

伸

・腱

知
一
伸

酔
・
轟

．下

藤

井

石

亀

木

斎
一
藤 ―

―

―

ｌ

ｄ

ヨ



渡 辺 紳一郎

梅 田   淳 勝 守

科学史 0科学基礎論

真    八 耳 俊 文

学 博 士 の 学 位 授 与 者

〔昭和58年 3月 14日付 (12名 )〕

(21名 )

吉 本 秀 之

(4名 )

(合計 219名 )

理

l●

専門課程

物  理  学

地 球 物 理 学

人  類  学

論 文 博 士

同

同

同

同

同

同

同

同

氏

井 上

新 野

高 山

田 中

西 野

柿 谷

岡 本

名

恒 一

宏

博

雅 彦

栄 正

均

彰 夫

田 島 文 子

大 隅 多加志

市 原 慶 和

佐 藤 直 樹

足 立 暁 生

打 越 敬 祐

木 村 弘 信

中 根 静 男

論 文 題 目

異憲ゐ嚢耗通甚だζ肇ぞ
クリプトンにおける電子励起

― 実験的研究 ―

1贋圧不安定における有限振幅波の振舞に関する研究

モアレ縞写真法による日本人顔面頭蓋の形態学的研究

「 (α ,6He)反応の研究」
― 核分光学の新 しい手段として一

合弁花の花冠筒部形成についての比較研究

プレプロエンケファリンB cDNAの単離と構造解析

Polymer Effects for Chemical Reactions in
Pol,mer s01utionsの 研究

倉霧機8壇窟禽事普g美実体波
の解析に基づく震源域

深海堆積物中のヘリウムの拡散

プヂ
`乙

二Л蔦磐腎禽写ワ屏臭
そのN末端シグナルペ

光電子分光法による芳香族固体の研究
一 分極エネルギーと電子状態一

実際的計算可能性に向っての計算量理論

〔昭和58年 3月 29日付 02名 )〕

学数

同

不確定特異点型偏微分作用系の超局所解析

2次元ガルニエ系の退化とその多項式ハミルトン構造
について

多
詈檀き皐

=暫

握
微分作用素に対するCauchy問題の

-20-



専門課程 氏   名

三 好   透

論 文 題 目

条覆ti与】:)(百、
ラ
lθ

卜
Iク1夕:|,1ワ :'91参ラ写鍵

揺動媒質中の量子散乱と拡散

バンド計算に基づく遷移金属及びその酸化物での磁気
相互作用の研究

Large― Nゲージ理論における自由度の reduction

状態 
族及びⅢ―V族半導体の遷移金属不純物の電子

入射運動量が 690か ら840 Mev/c領域のKI P→
Σ土+π 平反応の研究

金属薄膜における局在と相互作用の効果の実験的研究

イオン・分子の低エネルギー衝突

乗法的確率過程における臨界緩和の研究

ゲージ模型とマ トリックス模型の L arge― N Iimit
について

亀
学吸着における電子格子相互作用の効果と吸着子荷

雪轟変
化合物における価数揺動状態の核磁気共鳴によ

アンダーソン局在相における電子間相互作用

縮退電子液体の動的相関構造の解析

K+→μ
+ν
崩壊による重いニュートリノの検出

」IPPT― Ⅱトカマクにおける軟 X線映像法によるデ
ィスラプションの研究

アクチン・ トロポミオシン・ ミオシンサブフラグメン
ト1複合体の二次元画像解析

超流動
3Heに
おける多重スピンエコーの理論

最語誹霙
流磁気効果によるビスマス中の散乱過程の実

唇魔痕筆

~→
Zγ におけるヤンーミルズ場 3点相互作

爵億場繁
粒子のNMR諸 量に対するスピン軌道相互作

縦
柏 楓 法によるH+ATPぉ ぼ T呻 哺 造の

有効△ N相互作用によるA(π ,N)(A-1)反 応

応力変調法によるアルカリハライドの電子状態の研究

相互作用するボゾン模型による高スピン状態

数

物

学

学理
　
同

同

　

同

稲 葉   豊

小 日 多美夫

川 合   光

源 間 信 弘

小 磯 晴 代

ノ
iヽ 森 文 夫

崎 本 一 博

笹 川 文 義

島 宗 裕 次

新 上 和 正

滝 川

竹 森

田 子

谷 口

辻

豊 島

長谷川 泰 正

阪 東   寛

日 笠 健 一

深 川 洋 一

古 野 泰 二

松 山 晶 彦

山 田 章 夫

吉 田 宣 章

同

同

同

同

仁

同

同

直

農

敬

二

一　
　
　
俊

同

同

同

同

近

同

　

同

同

同

同

同
　
同
　
同
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専門課程

物  理  学

天  文  学

同

同

同

同

地 球 物 理 学

同

同

同

同

同

佐 藤 博 樹

蘇 鮮   雙

中 田 正 夫

蕗 沢

本 多

家 近

板 垣 秀

柿 崎 文 彦

斉 藤 茂 樹

杉 田 教 文

鈴 木 啓 介

高 橋

千 葉 光

中 塚

氏

不口  田

竹 田

常 田

野 口

吉 田

渡 辺

今 井

名

尚 志

洋 一

佐 久

正 史

春 夫

正 明

博

論 文 題 目

極性分子の衝突による回転遷移と輸送現象

疑似金属線星小狐座15番星の分光学的研究

「ひのとり」衛星搭載のX線望遠鏡による太陽フレア
の観測

楕円銀河の形成の数値シミェレーション

代数的第 1積分存在のための必要条件

銀河の大局的構造の定量解析

火山噴火機構の研究 ――浅間火山1973年及び1982年 の
噴火活動に関するケイス・スタディ

はんれい岩及びカンラン石の低周波交流インピーダン
ス測定一―特に部分熔融及び点欠陥構造の研究につい
て

梅雨期における積雲対流の役割についての解析 一―特
にアラカワーシュバー ト積雲パラメタリゼーションに
関して一

後氷期隆起・沈降運動,及び表面波高次モードより推
定されるマントルのレオロジー

地球物理学上重要な物質についての X線その場観測法
を用いた,高圧高温下における相平衡研究

島孤下の熱過程及びマントル対流に関する2-3の 問
題

有機分子性結晶の反射スペクトルの温度依存性

査躍婿
状態をプロープとした高分子側鎖の芳香環の相

ホフマン型包接化合物におけるゲスト種の挙動

電子衝撃によって生成する長寿命電子励起状態の原子
および分子の検出

9-ジメチルアミノエテノアントラセンN一オキシド
類の炭素一窒素単結合に関する回転障壁

共役ポリエン分子の振動スペクトル

合成金属錯体の制ガン性と構造

光学活性アルコールの立体選択的合成法の開発及びそ
の糖類合成への応用

高伝導性有機固体の磁気的性質

スリ

`こ

雫フラ 9換こ虚菖子蒼屏奥
よる元素選択性ガ

β一ヒドロキシーα一アミノ酸及び糖類の合成法の開
拓研究

リン及び硫黄原子の特性を利用 した複素環化合物の合
成

朗

泰

幸

学

同

レ
Ｌ

勇
　
茂

桝

島

上
　
大

同

　

同

正

　

一　

　

隆

同

同
　
同
　
同

同

　

同

同 根 岸 良 夫
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専門課程

生 物 化 学

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

氏   名

松 尾 基 之

石 野 史 敏

坂 谷 光 泰

植 村

榎 森 康 文

菊 池 尚 志

熊 谷 博 道

栗 原 達 也

況 子

哲

裕

丸 山 和 夫

柳 沼 克 幸

上 村 慎

Jヽ 路 武

塩 尻 信

松 下

最 上 善

井 上

本

沢 一

栄

好

原 裕

川 寛

進

仁

世

幸

子

禾ロ

論 文 題 目

散乱電子メスバウアー分光法による固体表面の分析に
関する研究

倉iヲ場貴ラ』署爆曇]理者馨髯52]究兵・
g99

媒撲ミЪ2襟程
媒反応の定常状態速度論的研究 :一触

足鶴手をぶ晃
スミドによるB F23フ ァージの増殖阻害

子蒼耕異
NAバ クテリオファージψ 6の複製過程に関

炎脇覇る
ア~ジ B F23感染菌における遺伝子発現の逐

カルモジュリンと微小管蛋自の相互作用の研究

昌ころ属茎8畠写暑徘斃
機構に於ける大腸菌 Nusa蛋

ラット転移 RNA遺 伝子の構造解析
コリシンElレ プリコンに於ける複製開始機構の研究

ンスタ些習庭昌者ご応群臭
ニジマス卵ポリシアロ糖タ

違普
40ト ランスホーム細胞とその正常型復帰変異株の

こ曇畠心
`[畠
ζ与:こ業以群奥

複製開始部位の構造と

ウニ精子鞭毛における微小管の滑り運動の力学的研究

ム謁酪蔵鴇予
び in viV°系における肝細胞 DNA合 成

マウス胚における成熟肝細胞と肝内輸胆管細胞の分化

消化管間充織存在下における尿嚢内胚葉の分化一 刷
子縁抗原及ひシュクラーゼの出現

カルシウムイオンによる繊毛運動の調節

日本及び近隣地域のツレサギソウ属 (ラ ン科 )の送粉
と分類

Saccharomyces cere宙 siaeの分裂中心の遺伝学

東北日本北上山地宮守超苦鉄質岩体の地質と熱履歴

相模湾の海底地質構造

沈み込み帯における初成マグマの成因

コンドリュールの成因に関する岩石学的,実験的研究

雪場夏平諸奮馨!曹繁象1[壕省:]休蒼馨|[電喬ぞ
テクト

ー 23-

谷
　
藤
　
一九

渋
　
内
　
野

治
　
彦

学物
　
同

圭識一　
　
並日

同

　

同

広

　

健

同

　

物植

岡

小

孔

巽

永

前

学

同

質

同

同

同

同



嘉蠅

和 蘭理,イヒ学

・ ~向 i ~
1,1  111デ |ト
‐■同:

同

同

1氏. 名
菊 地 慶:祐

岸 ''滲 郎

Jヒ 原 滋‐久

馳 澤 盛‐―郎

藤 本 佳 久

_論 文 題 目

EJer方程式の外部問題

緋翼ゃ生摯費考フ子了イシン,9作用機作に関する

畑詳:震鑑難■轟馨魃
rus‐赫の

びζ貢|み彦鍮 累
プラス疇ネによる勘プロト

可算個の変数を持つ正1則函数|

あなたです/

火事を出すのも

防 ぐ の も
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編 集 後 記

メ養母はイれ学新鮮の特集号のような形単奪1,まし
た。表紙用としては,こ:のほかにも化学新館の写l

鷲『詈お輩篤魃鰤F綸‐
.  1.:|∫

.                   | 、

:|::|

||    「 ‐      1          1: 11'

1キ 1いました,次号からは,主として2号館関係の内
1容でやや毛色の変●た表紙を採用しますのでご期

:待下さい。 il幌本)

薪誅雫;

■矢 1崎 |

松 野|

露 木

田賀井
‐

屁 本

紘 一

太 郎

孝 彦

篤 平

意 市

物勧

(鋤)i
l“ヒ学】

(動 )
(期)

41‐ 23
4299
‐43‐57
4544
44‐82

哺

‐
拓 ―




